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*11 以下の施策案に加えて，争点整理の長期化に関連する要因に関する施策として，単独事件における争点整理裁判官
制度の導入を指摘する意見があり，その可能性についても検討課題となり得よう。すなわち，本来，合議体により
審理するのが相当な事件については，後記3.4.1や5.1.3のとおり，合議体による審理を強化することにより対応を
図ることになるが，単独事件であっても，わざわざ合議に付するまでの必要はないが，多少争点があり内容がやや
複雑なため，担当裁判官以外の裁判官のマンパワーを活かすことが有効な事件も存在する。そのような事件の充実・
迅速化のためには，従前の準備手続裁判官のように，一定の要件等の下に，担当裁判官に加えて，受訴裁判所を構
成する裁判官所属の裁判所の裁判官が機動的に争点整理や和解の試みを行うことを可能にする，争点整理裁判官の
制度を導入することも考えられ，合議体による審理の強化の状況とバランスを取りつつ，検討していくべき課題と
いえよう。
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*12 民事訴訟法186条参照
*13 民事訴訟法226条参照
*14 民事訴訟法221条参照
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*15 証拠収集に関するものも含め，裁判所の訴訟指揮や判断の実効性を確保するための方策として，後記3.2.3で法廷
侮辱に対する制裁の導入について検討を進めることを取り上げている。

*16 民事訴訟法157条参照
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*17 制度を創設した場合の具体的な手続については，当事者のニーズや対象となる事件類型等の課題を慎重に検討した
上で考えていく必要がある上，枠組みとしても多様なものが考えられるが，一例を挙げると，以下のような手続の
イメージが考えられる。

 ・ 訴え提起時に原告がこの手続を選択し，被告も異議を出さず，裁判所も事案にかんがみて相当と認める場合に，
この手続を利用する。

 ・争点整理に要する期日の回数を「○回以内」と限定し，集中証拠調べをする。
 ・ 当事者間での当初の短期間審理の合意を実効的にするため，当事者が，期日の回数制限を超えて，攻撃防御方法

を提出しようとすれば却下するなどとする。
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*18 なお，ADR機関の手続において作成された文書等を訴訟で活用する制度を導入することと同様の趣旨で，家事調停
と家事審判・訴訟及び労働審判と訴訟等の裁判所内の複数の手続間においても，先行手続において提出・作成され
た資料を後行手続で活用すること等について，その有効性や先行手続への影響も考慮しつつ，検討を進めることが
考えられる。
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*19 訴えの提起前における証拠収集処分等では，提訴予告通知（民事訴訟法132条の 2）が必要とされ，相手方の意見を
聴く必要がある（同法132条の 4）。したがって，申立人が予定している訴えの概要とともに，訴え提起前における
証拠収集処分があったこと，その請求先がどこであるかなどについても相手方が知ることができることになってい
ることが，この制度があまり利用されない理由の一つであるとの指摘がある（加藤新太郎ほか「事実認定と立証活
動　証拠・データ収集の方法と事実認定」判例タイムズ1248号 5 頁［山浦善樹発言］，10頁［村田渉発言］（平成19年）
参照）。
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*20 民事・行政事件に関する文書提出命令の申立件数は，平成17年以降，4000件台から4400件台で推移している（【表 8】）。
*21 検証検討会では，委員から，争点整理を促進するため当事者が証拠を早期かつ自主的に開示する制度（ディスクロー

ジャー）は，当事者が互いに証拠を収集し合うための前提となる制度であるから，前記3.1.2の証拠収集方法の期限
内提出制度と密接に関連するとの意見があった。
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*22 なお，他の制裁型スキームの例としては，前記3.1.5のとおり，攻撃防御方法の提出期限遵守のための制裁（失権
効等）の導入が存在する。また，法廷侮辱に対する制裁は，その対象として想定される場面は，証拠収集に限られず，
裁判所の訴訟指揮や判断の実効性を確保するために有効と考えられる場面が他にも考えられるが，代表的な対象場
面として，便宜上この項目で取り上げた。

*23 検証検討会では，委員から，民事手続において法廷侮辱に対する制裁を導入する場合には，刑事手続においても同
様の手当てをしなければならない可能性が高い点について，十分留意する必要があるとの意見があった。
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*24 全国の知的財産権関係を除く専門委員の人数は，医療関係が826人，建築関係が546人，その他が143人である（平
成22年 7 月 1 日現在）。

31

3　民事訴訟事件一般に共通する長期化要因に関する施策



－32－

*25 司法支援建築会議の設立から現在に至るまでの経緯等については，仙田満「建築紛争の法的解決」Journal of 
Architecture and Building Science Vol.126 No.1615 53頁（平成23年）を参照。

*26 もっとも，建築関係訴訟では，専門委員の活用のほか，調停における専門家調停委員の活用により，専門家の協力
を得る場合がある。
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*27 他に，我が国の法制度の下で，国民や当事者の理解が得られるかどうかなどといった問題点も念頭に置きつつ，例
えば，アメリカのロークラークを参考とした仕組みを裁判所内に設けることや，調査官制度を活用するため調査官
が扱う対象事案を拡張することの可否も含めて，裁判官による機動的な調査を補助する仕組みについて検討を進め
ることも考えられる。
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*28 後記5.2.1の「弁護士へのアクセスに関する施策」においても，「弁護士に関する適切な情報開示等」に関する施策と
して，弁護士の専門認定制度の創設を取り上げている。
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*29 民事訴訟法218条参照
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*30 「職場の紛争」には，解雇・退職，労働災害，賃金等に関する紛争が含まれる（日本弁護士連合会「弁護士白書2010年版」
284頁（平成22年））。

*31 筆界特定とは，筆界特定登記官が，土地の所有権の登記名義人等の申請により，外部専門家である筆界調査委員の
意見を踏まえて，土地の筆界の現地における位置を特定する制度であり，平成18年 1 月に導入された。

37

3　民事訴訟事件一般に共通する長期化要因に関する施策



－38－
38

Ⅵ　裁判の適正・充実・迅速化を推進するために必要な施策等



Ⅵ

39

3　民事訴訟事件一般に共通する長期化要因に関する施策



－40－
40

Ⅵ　裁判の適正・充実・迅速化を推進するために必要な施策等



Ⅵ

*32 民事訴訟法186条参照
*33 諸外国の例では，裁判所が事件当事者以外からの情報に触れる例として，アメリカにおけるアミカス・キューリエ

があるが，これは，訴訟当事者以外の第三者，例えば，事件に関して事実上の利害関係を有する第三者等から，控
訴審ないし上告審の裁判所に対し，意見等を表明するものであり，裁判所自らがその必要性に応じて行政庁等に照
会を行うことのみを想定したものではない。なお，現行民事訴訟法改正の折には，平成 5年12月20日に法制審議会
民事訴訟法部会が出した「民事訴訟手続に関する改正要綱試案」に挙げられているように，裁判所が，当事者の意
見を聴いて，第三者的な立場にある公務所又は公私の団体に対し，専門的情報や意見を求めることができる制度を
設けることも検討された。
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*34 例えば，建築関係訴訟については，第 3回報告書において，裁判官ヒアリング及び弁護士ヒアリングの結果として，
契約書，追加工事か手直しかに関する合意を証する書面等が存在しない場合がある，仮に契約書が存在した場合で
も，設計図書が付いていないなど，その記載が簡略すぎたり，必要な取決めを欠いていて不備があることも多いな
ど，権利関係等を確定するための資料が不十分であることが紹介されているとおり（分析編63頁），特に，客観的
証拠の不足が問題となっている。
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